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伊那市議会 

総務文教委員会委員長 

 

伊那市教育委員会    

 

令和７年２月２０日付け「市内小中学校プールにおける水泳授業及び施設維持管理 

について慎重な検討を求める提言について」の回答書に関わる報告について 

 

 

 このことにつきまして、回答書の内容に関し下記のとおり報告します。 

 

 

記 

 

 

１ 再検討について 

 （１）「中学校水泳授業あり方検討委員会」を２回開催 

   第１回 令和７年 ７月８日（火） 

   第２回 令和７年１１月４日（火） 

 

 （２）検討結果報告 

   別紙資料「共同利用・集約スケジュール」のとおり 

    



○共同利用・集約スケジュール

学校名 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20
授業
回数

（各学年）

学校
ﾌﾟｰﾙ

R7児童
生徒数

R13児童
生徒数

（見込）

伊那小 1 611 486

伊那東小 1 599 535

伊那北小 1 270 196

美篶小 1 290 270

伊那中 設計 工事 1 347 336

富県小 利用開始 125 97

伊那西小 利用開始 76 27

新山小 利用開始 40 19

手良小 利用開始 71 66

西春近北小 利用開始 149 103

西春近南小 利用開始 130 83

テルメ 東部中(1年生) 利用開始 3回 0 233 184

市民プール 東部中(2年生) 市民プールを利用 2回 0 204 220

高遠小 162 96

高遠北小 63 27

高遠中 125 99

63 46

31 35

324 227

189 134

270 183

361 316

東部中(3年生) プール授業無し 0 0 228 210

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 7 4,961 3,995 

授業
方式

その他

自
校
方
式

・自校方式を基本とするが、プール施設の大規模な改修が必要となった場合は、改修費用及び改修
によるプールの使用可能年数と比較し、共同利用または集約を検討するものとする。特に全ての学
年毎の児童生徒数が４０名以下の場合は、共同利用や集約による経費削減効果や移動効率が高いた
め、検討するものとする。⇒令和13年度～伊那北小検討必要

従前と同

ア
フ
ァ
ス

5回 0

公
営
プ
ー
ル

高
遠
屋
内

プ
ー
ル

集約
継続

5～8回（うちイ
ンストラクター
派遣2～3回）

0

共
同
利
用

長谷小
長谷中

共同利用
継続

長谷小プール施設の状況により
高遠スポーツ公園プールの集約に移行

学校規模による
が10回程度

0

西箕輪小
西箕輪中

検討 設計 工事
共同利用
開始

1

東春近小
春富中

検討 設計 工事
共同利用
開始

1

集
 
約

民
間
プ
ー
ル


